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　上の図のように、点Ｏ（０、０）点Ａ（２、０）点Ｂ（１、０）がある。また、直線ｌと直線ｍ
があり、直線ｌの式はｘ＝２、直線ｍの式はｘ＝１である。点Ｏから点（１、０）までの距離、
および点Ｏから点（０、１）までの距離をそれぞれ１ｃｍとする。
　点Ｐは点Ｏを出発し、ｘ軸上をｘ座標が増加する方向に毎秒１ｃｍの速さで動く。点Ｑは、点
Ｐが出発するのと同時に点Ａを出発し、直線ｌ上をｙ座標が増加する方向に毎秒１ｃｍの速さで
動く。点Ｒは、点Ｐが出発してから３/10 秒後に点Ｂを出発し、直線ｍ上をｙ座標が増加する方
向に毎秒１ｃｍの速さで動く。
　点Ｐが点Ｏを出発してからｔ秒後について、次の各問いに答えなさい。
ただし、３/10＜ｔ＜１とする。

（１）
ｔ＝１/２のときの直線ＱＲの傾きを求めなさい。

（２）
３点Ｐ，Ｑ，Ｒが１つの直線上にあるときのｔの値を求めなさい。

（３）

△ＰＱＲの面積が１/10 ｃｍ 2 になるときのｔの値をすべて求めなさい。

1


